




情 報 コ ー ナ ー

❖実施目的　近年は少子高齢化・核家族化等による墓地継承についての懸念や、生活様式の変化による合葬墓・樹
木葬等の墓地ニーズが多様化する等、墓地のあり方も急激に変化しています。そのような変化の中で、他市町村
においても新たな墓地整備が進められており、市民からも、市営墓地の設置を望む声が高まってきました。

　　市ではこれに伴い、社会情勢や市民意識の変化に対応した市営合葬式墓地の整備を目的に、市内の既設墓地の
状況等を寺院等にお聞きするとともに、令和３年度に実施した「東御市墓地に関する市民アンケート」や「東御
市墓地のあり方検討委員会」の提言、更には、令和５年度に「東御市まちづくり審議会」の答申をを参考にさせ
ていただき、庁内で更なる検討を重ねた中で、令和６年度以降の整備に向けて「東御市市営合葬式墓地整備の方
針（案）」を作成しました。　　　　　

　　この整備方針について、市民の皆さん等に意見を求め、今後の参考とさせていただきます。
❖閲覧・配布期間および意見募集期間　２月15日（木）～３月15日（金）
❖閲覧・配布場所および時間
　市役所本館１階、市民ラウンジ、北御牧庁舎、総合福祉センター１階、中央公民館２階、滋野コミュニティーセ

ンター、祢津公民館、和コミュニティーセンター
　【時間】各施設の開館時間に準じます。
❖意見を提出できる方
　・市内在住・在勤・在学の方　　　
　・市内に事務所・事業所を有する個人または法人
　・パブリックコメント手続きに係る事案に利害関係を有するもの
❖意見の提出方法　
　　閲覧・配布場所または市ホームページにある所定の用紙に、住所、氏名、電話番号、ご意見等をご記入の上、

次のいずれかの方法により提出してください。
　①閲覧・配布場所に設置してある投書箱への投函
　②郵便(当日消印有効)、FAX による送付
　③電子メールによる送信　④担当窓口へ直接持参　
　⑤ながの電子申請サービスによる提出
❖意見の取り扱い
　　提出いただいたご意見は、原案見直しの参考にさせていただくとともに、ご意見に対する市の考え方を市ホー

ムページに公表します。なお、個別に回答はいたしませんのでご了承ください。

東御市シティプロモーションロゴマークを活用してみませんか
みなさんの事業や商品に市のロゴマークを

活用してみてはいかがですか。
使用のための申請が必要になりますので
市ホームページをご覧ください。

●問／企画振興課　移住定住・シティプロモーション係　☎71－6790

「東御市市営合葬式墓地整備の方針（案）」に関するパブリックコメント HP

　　・問／生活環境課　生活安全係　〒389-0592　東御市県281-2
　　　　　☎64−5896　Ⓕ63−6908　　seikan@city.tomi.nagano.jp
提出

ながの電子申請
サービス

市ホームページ
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情 報 コ ー ナ ー

日付 催し・講座 場所・時間 申込/問い合わせ先/その他 二次元
コード

２月９日㈮～
３月25日㈪
の平日

市内最大の縄文集落跡
ー久保在家遺跡展ー
縄文時代中期の大規模集落跡から出
土した土器・土偶・石器などを多数
展示します。

東御市文書館
午前９時～午後４時
2月11日・24日・25日・
3月3日・20日は特別開館

問／東御市文書館　
☎67ー3312　
生涯学習課　文化財係
☎75ー2717

２月18日㈰

環境ドキュメンタリー映画「Wende２　
未来へのアプローチ」上映会
地球温暖化対策をテーマにした映画
の上映会です。今、私たちに何ができ
るのか、一緒に考えてみませんか。

中央公民館２階　講義室
午後１時30分～
　　　　　午後３時45分

問／生活環境課　
ゼロカーボン推進係
☎64ー5896
定員：100名

２月20日㈫

令和５年度とうみワインセミナー
「ワインを片手に教養講座」
今回は「マネジメント」「対話」がテーマ
です。ワインを片手に学びます。
講師：竹

た け の

野　 潤
じゅん

 氏
　　　著書（テキスト）「離職率ゼロ！部下

が辞めない1on1ミーティング」
道先案内人：地域おこし協力隊
　　　　　　中

なかじま

島　佳
よしゆき

幸 隊員　　　　　

ワイン＆ビアミュージアム
（湯楽里館２階）
午後３時～午後４時30分
（受付午後２時30分～）

申込・問／ワイン＆ビア
ミュージアム　☎75ー0885
（農林課　農産物振興係）
定員：28名
参加費：1000円（グラスワイン・
軽食付き）
※テキストは当日購入可（1,700円）
申込：２月１日(木）から定員に達
するまで

２月29日㈭

多様な性の人権に関する学習会⑤
「性の多様性・LGBTと子どもたち」
大人自身が多様な性について理解を深
め、まわりに性的マイノリティの方が
いると考えて行動するための学習です。
講師：一般社団法人にじーず代表
　　　遠

えんどう

藤　まめた 氏

中央公民館２階　講義室
午後６時30分～午後８時

問／人権同和政策課　
人権同和政策係
☎64－5902

３月１日㈮

介護者リフレッシュ交流会
「善光寺宿坊で精進料理を愉しむ」
在宅で介護をしている方の心身のリ
フレッシュを目的とした日帰り交流
会です。ガイドの案内で山門や経蔵
を見学、宿坊での精進料理や温泉を
愉しみます。

長野市方面
午前8時45分～午後3時45
分頃
集合：総合福祉センター2
階駐車場

申込・問／社会福祉協議会　
☎62ー4455
定員：10名
申込締切：2月20日（火）　

３月２日㈯

まちかど何でも相談会＆音楽カフェ
音楽カフェ＆暮らしの相談会、食料
配布を行います。お気軽にお立ち寄
りください。

サンテラスホール　１階
午前９時30分～正午
※カフェは午前10時から

申込・問／社会福祉協議会
☎62ー4455
※法律相談のみ要申込
（申込期限：２月末日まで）
※食料配布は先着50名

男女共同参画のつどい
「くらしを守る法律の知識を学びま
せんか」
講師：清水・小池法律事務所　　
　　　弁護士　小

こ い け

池　さやか 氏

中央公民館３階　講堂
午後１時30分～
　　　　　午後３時30分

問／人権同和政策課　
男女共同参画係
☎64―5902

２～３月カレンダー（催し・講座情報）
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情 報 コ ー ナ ー

日付 催し・講座 場所・時間 申込/問い合わせ先/その他 二次元
コード

３月４日㈪

春にむけてのカラダづくり「農家さ
んにおすすめストレッチ」
疲れをとって動きやすくするスト
レッチと、骨格模型を使って疲れな
い体の使い方を体感。

総合福祉センター２階
保健センター
午前10時～午前11時

問／健康保健課　健康増進係　
☎64－8883
参加費：100円（傷害保険料）
定員：20名

３月８日㈮
シニア生き方講座
～エンディングノートの書き方～
～介護サービスのい・ろ・は～

総合福祉センター3階　
研修室
午後1時30分～
　　　　　　午後3時30分

申込・問／社会福祉協議会　
☎62ー4455　
定員：20名
申込期限：3月1日(金）

３月９日㈯

地域の防災を考える住民セミナー
災害時、身近な地域で出来る取り組み
を、講演や災害に関わる担当者の話、
ワークショップなどを通して考えます。
講演：「地域共生社会と被災地支援」
講師：石川県・社会福祉法人 佛子園
　　　専務理事　村

むらおか

岡　 裕
ゆたか

 氏

中央公民館３階　講堂
午前10時～午後０時15分

申込・問／社会福祉協議会　
☎62ー4455　

「暮らしに役立つ農家の知恵」講座
野菜作り、健康、料理などに役立つ
農家の知恵を紹介します。また、図
書館で導入しているルーラル電子図
書館（食と農に関する分野のデータ
ベース）の使い方も説明します。
講師：(一社）農山漁村文化協会
　　　横

よこやま

山　宗
むねかず

和 氏

市立図書館　研修室１
午後１時30分～午後３時

申込・問／市立図書館
☎64ー5886
定員：20～30名程度
持ち物：筆記用具　

３月23日㈯

あった介護教室
「介護者の腰痛予防と将来を見据え
て日常動作介助を学ぼう～介護姿勢
のコツと腰痛予防体操～」ベッド、
車いす等を使って介護技術を学びま
す。

総合福祉センター３階　
講堂
午前10時～午前11時30分

申込・問／社会福祉協議会
介護支援係
☎62ー5333　
対象：家族介護者および介護
に興味のある方

３月28日㈭

ダンボール式生ごみリサイクル講習会
ダンボールに腐葉土等を詰め、そこ
に生ごみを入れ堆肥化する方法を学
びます。
ごみ袋の節約にもなります。

東部クリーンセンター２階　
会議室
午後１時30分～午後３時

申込・問／生活環境課　
クリーンリサイクル係
☎63ー6814
持ち物：筆記用具

❖ラジオ市報とうみ　毎日　【朝】午前７時40分～45分　【夕】午後６時40分～45分
❖告別式のお知らせ　ラジオ市報とうみ【夕】の放送時間内（おくやみ放送がある時のみ）
❖地域おこし協力隊活動中　毎月第１・第３月曜日　午前９時30分～午前10時
❖とうみ日和～ラジオ市長室～　毎月最終火曜日　午前11時～午前11時30分
❖とうみを好きになるラジオ　毎月第１月曜日　午前11時～午前11時30分
❖市民情報広場　毎月第２・第４木曜日　午前８時25分～午前８時40分

放送日 内容 出演
２月８日・22日 令和６年度　市県民税等の申告相談について 税務課

スマートフォン用アプリ
「FM++」

アプリでも聴けます

都合により内容は変更になる場合があります。

行政情報ラジオ番組案内　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中行政情報ラジオ番組案内　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中

問／エフエムとうみ　☎63−1003　　企画振興課　移住定住・シティプロモーション係　☎64−5893
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情 報 コ ー ナ ー

　
東
御
市
商
工
会
で
は
、
市
内
企
業
よ
り
求

人
情
報
を
募
集
し
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
募
集
し
た
求
人
情
報
は
、
新
聞
折
込
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
の
就
業
希
望
の
方
は
左
記
の
場
所

や
媒
体
に
て
求
人
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
求
人
情
報
周
知
場
所
・
媒
体
／

　
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
・
小
諸
・
佐
久

　
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

　
・
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

　
・
新
聞
折
込

　
・
東
御
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
Ｆ
Ｍ
と
う
み
　
な
ど
　

○
求
人
情
報
提
供
期
間
／

　
令
和
６
年
３
月
下
旬
ま
で

○
求
人
情
報
掲
載
企
業
数
／
30
社
程
度

○
対
象
求
職
者
／

　
・
東
御
市
内
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

　
・
新
卒
の
学
生
（
令
和
６
年
３
月
大
学
・

　
　
短
大
・
専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
）

　
・
社
会
人
経
験
の
あ
る
方

○
日
時
／
２
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
／
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
上
田
　
大
ホ
ー
ル

○
内
容
／
気
候
変
動
の
仕
組
み
に
加
え
、
信

州
上
田
の
生
物
多
様
性
の
魅
力
、
そ
れ
ら

を
創
出
し
維
持
し
て
い
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

第
８
回
　
知
的
好
奇
心
の
考
古
学
講
座

○
内
容
／
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
江
戸
時
代

○
日
時
／
２
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

○
会
場
／
東
御
市
中
央
公
民
館

○
講
師
／
と
う
み
歴
史
研
究
会
員 

田
中
浩
江

第
８
回
　
初
心
者
の
た
め
の
基
礎
の
基
礎 

古
文
書
講
座

○
内
容
／
東
御
市
の
古
文
書
を
自
力
で
読
め

る
よ
う
に
な
ろ
う
。
読
み
方
の
コ
ツ
教
え

ま
す
。

○
日
時
／
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

○
会
場
／
東
御
市
中
央
公
民
館

○
講
師
／
と
う
み
歴
史
研
究
会
員 

田
中
浩
江

○
開
催
日
／
２
月
25
日
（
日
）

○
日
程
／

　
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
午
後
１
時
～

○
会
期
／
２
月
20
日
（
火
）
～
25
日
（
日
）

○
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
た
だ
し
初
日
は
午
前
10
時
～
最
終
日
午

後
４
時
ま
で
）

○
会
場
／
東
御
市
文
化
会
館
　
展
示
室

○
内
容
／
会
員
８
名
に
よ
る
水
彩
画
　
約
30
点

○
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
を
活
用
し
幅
広

く
進
路
を
選
択
し
た
い
方
）

　
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

　
受
付
期
間
／
２
月
19
日
（
月
）
ま
で

　
採
用
試
験
／
２
月
中
旬

○
東
信
地
区
公
務
員
合
同
説
明
会
（
予
定
）

　
参
加
団
体
／
長
野
県
警
察
、
上
田
広
域
連

合
消
防
本
部
、
自
衛
隊

　
日
時
／
２
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
（
受
付
午
後
１
時
20
分
）

　
場
所
／
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
上
田

　
そ
の
他
／
詳
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
日
時
／

　
３
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
　
　
９
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
会
場
／
東
御
市
文
化
会
館
　
展
示
室

○
出
店
点
数
／
各
流
派
の
漢
字
、
仮
名
、
調

和
体
等
　
約
40
点

　
　
内
容
　
剣
舞・演
舞・舞
踊・フ
ラ
ダ
ン
ス

　
・
講
演
会
　
午
後
２
時
～

　
　
演
題
　「
私
の一茶
　
あ
な
た
の一茶
」

　
　
講
師
　
堀
井
　
正
子 

氏

　
　
　
　
　
（
近
代
文
学
研
究
家
）

○
場
所
／
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
上
田
　
小
ホ
ー
ル

掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
希
望
掲
載
日
の
２

カ
月
前
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
市
の
基
準
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
東
御
市
企
画
振
興
部
企
画
振
興
課

　
広
報
担
当
ま
で

shiho-tom
i

＠city.tom
i.nagano.jp

　
☎
64
―
５
８
９
３ 

Ⓕ
63
―
５
４
３
１

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
信
州
上
田 

「
み
ん

な
で
捉
え
ろ
！
気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
」

と
う
み
歴
史
研
究
会

第
13
回
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

第
15
回
彩
明
会
会
員
展

自
衛
官
募
集

東
御
市
内
企
業
求
人
情
報

第
20
回
　
書
道
部
会
会
員
展

●
問
／
東
御
市
商
工
会
　
市
内
企
業
求
人
情

 

報
係 

　
　
　
　
　
☎
75
ー
５
５
３
６

●
問
／
田
中 

☎
０
９
０
ー
４
０
６
０
ー
０
２
８
７

●
問
／
彩
明
会
　
安
保
　 
☎
64
ー
９
０
０
１

●
問
／
自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所
　 

☎
22
ー
５
２
６
７

●
問
／
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
　
大
木
　 

☎
０
２
６
ー
２
３
９
ー
１
０
３
１

●
問
／
栗
原
　
　
　
　
　 

☎
62
ー
０
７
５
２

●
　
　
・
問
／
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
　
東
御
支
所
　
　
　 

☎
61
ー
６
５
６
５

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

○
日
時
／

　
講
座
説
明
：
３
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
講
座
日
程
：
３
月
15
日（
金
）・18
日（
月
）・

　
　
　
19
日（
火
）・21
日（
木
）・22
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午
（
全
５
回
）

○
場
所
／
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ナ
ノ
（
上
田
市
大
手
２
丁
目
３
―
４

　
大
手
ビ
ル
２
階
）

○
内
容
／
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作・

応
用（office

２
０
１
９ 

を
使
用
し
ま
す
）

○
対
象
／
15
～
49
歳
の
求
職
中
の
方

○
定
員
／
６
名
（
先
着
）

○
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
６
８
２
円
）

○
申
し
込
み
／
随
時
、
電
話
で
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
ノ
へ

　
こ
の
補
償
金
は
、
国
が
元
患
者
の
ご
家
族

に
対
し
て
、
そ
の
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
請
求
に
関
す
る
情
報
が
、
請
求
か
ら
受
給

ま
で
、
請
求
者
お
よ
び
そ
の
指
定
す
る
者
以

外
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
次
の
担
当
窓

口
ま
で
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請

窓
口
は
国
に
な
り
ま
す
。

○
請
求
期
間
／
令
和
６
年
11
月
21
日
ま
で

○
日
時
／
２
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
／
上
田
市
中
央
公
民
館
　
第
１
会
議
室

○
相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
建
設
業
許
可
、
法
人
設
立
等

各
種
許
可
お
よ
び
認
可
申
請
手
続
き
、
外

国
人
在
留
　
な
ど

○
日
時
／
３
月
10
日
（
日
）

　
　
開
場
午
後
０
時
30
分
　
開
演
午
後
１
時

○
場
所
／
東
御
市
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

○
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は

　
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
や
発
話
困
難
な
方

な
ど
、
電
話
で
の
や
り
取
り
に
困
難
の
あ

る
方
が
、
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
介
し
て

電
話
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
と

の
意
思
疎
通
を
可
能
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
１
１
９
番
通
報
を
す
る
事
も
可
能

で
す
。
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

○
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
総
務
省
・
外

部
サ
イ
ト
）

・
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
（
一
般
財

団
法
人
日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
・
外
部
サ
イ
ト
）

○
対
象
／
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者 

○
募
集
期
間
／
２
月
１
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
３
月
31
日
（
日
） 

<

一
般
コ
ー
ス>

 

○
会
場
／
上
田
合
同
庁
舎
　
他 

○
定
員
／
60
名
（
先
着
順
） 

○
学
習
期
間
／
２
年
間

　
（
年
間
15
日
程
度 

約
60
時
間
） 

○
授
業
料
／
年
額
１
万
２
０
０
０
円

○
応
募
方
法
／
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
に
あ
る
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送 

〒
３
８
６
ー
８
５
５
５
　
上
田
市
材
木
町
１
ー

２
ー
６ 

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
内 

○
そ
の
他
／
詳
し
く
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 <

専
門
コ
ー
ス>

 
○
会
場
／
長
野
県
立
図
書
館
・
長
野
県
長
野

保
健
福
祉
事
務
所
庁
舎

○
定
員
／
30
人
（
書
類
選
考
後
、
面
接
） 

○
学
習
期
間
／
１
年
間

　
（
年
間
12
日
35
時
間
） 

○
授
業
料
／
年
額
２
万
６
０
０
０
円

○
応
募
方
法
／
願
書
を
長
野
支
部
へ
持
参
ま

た
は
郵
送 

〒
３
８
０
ー
０
９
３
６ 

長
野
市
大
字
中
御
所

98
ー
１ 

長
野
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
内

求
職
中
の
若
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
上
小
学
部

令
和
６
年
度
学
生
募
集

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

第
42
回
　
東
御
市
日
本
舞
踊
部
会
発
表
会

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
緊
急

通
報
の
運
用
の
開
始

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族
へ
～
対
象
と

な
る
方
々
に
「
補
償
金
」
を
支
給
し
ま
す
～

申
込

厚生労働省
ホームページ

長野県長寿社会
開発センター

●
　
　
・
問
／（
公
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開

発
セ
ン
タ
ー 

上
小
支
部   

☎
25
ー
７
１
２
４ 

提
出

●
問
／（
公
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

　
　
　
タ
ー 

長
野
支
部

☎
０
２
６
ー
２
２
８
ー
７
０
２
３

●
　
　
・
問
／
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ナ
ノ
　
☎
75
ー
２
３
８
３

●
問
／
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口
　

☎
03
ー
３
５
９
５
ー
２
２
６
２

受
付
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
　

（
月
～
金
曜
日
、
土
日
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

●
問
／
長
野
県
行
政
書
士
会
東
信
支
部
事
務
局

☎
０
８
０
ー
９
２
８
８
ー
５
７
１
２

●
問
／
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
26
―
０
１
１
９

●
問
／
依
田
　
彰
子
　

☎
０
９
０
―
３
３
３
３
―
４
３
８
９

総務省

一般財団法人日本財団
電話リレーサービス
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情 報 コ ー ナ ー

○誰かがジョーカーをひく	 宇佐美	まこと：著
○その世とこの世	 谷川	俊太郎：他著
○Ｘ完全マニュアル	 八木	重和：著
○推す力	 中村	明夫：著
○ルポ無縁遺骨	 森下	香枝：著
○快眠１分マッサージ	 永井	峻：著
○日本産化石図鑑	 大八木	和久：著
○ほっとする北欧のおやつ	 ヴェントゥラ愛：著
○ほっこりみんなの育児ワザ大全	 原	あいみ：作
○自動車の世界史	 鈴木	均：著

❖ 一 般 書

今月の新着本は
こちらから

❖「おはなしたまご」による★おはなし子ども会　
　日　時　３月16日（土）午前10時30分～
　対　象　未就学児～小学生

❖図書館職員による★おはなし会
　日　時　３月８日（金）午前10時30分～
　対　象　未就園児とその保護者

❖月末図書整理日　２月29日（木）

この春卒業を迎える小学6年生と中学3年生の学校行事から
思い出の映像を放送します。
小学校は平成30年度の入学式（1年生時）や令和2年度の運
動会（3年生時）、6年生の音楽会を振り返ります。中学校
は令和3年度の入学式（1年生時）や学芸発表会やかくま祭
での音楽会をお伝えします。

卒業記念アーカイブス「小中学校の思い出」
2月23日（金）～29日（木）

※詳しい番組表は右記二次元コードから
　ご覧ください。

【放送時間 9：00～  15：00～  21：00～】

地上112で放送中! 
今月のおすすめ

23日／東部中学校 27日／祢津小学校
24日／北御牧中学校 28日／和小学校
25日／田中小学校 29日／北御牧小学校
26日／滋野小学校

東部子育て支援センター ６日㈬ 午前10時30分～午前11時30分

北御牧保育園 11日㈪

午前10時～午前11時
祢津公民館 15日㈮

滋野コミュニティーセンター 18日㈪

和コミュニティーセンター 21日㈭

ふれあいひろば ６日㈬※

午前10時～午前11時30分
0歳児のママひろば（絵本のおはなし） 13日㈬※

おもちゃドクター 14日㈭ 午前10時～午前11時

わんぱくビクス 19日㈫※ 午前10時～午前11時30分

田中保育園
滋野保育園
祢津保育園
和保育園
北御牧保育園

☎62－1602
☎63－6468
☎63－6816
☎63－6815
☎67－2093

園開放はありません。

くるみ幼稚園 ☎75－6113 園開放はありません。

海 野 保 育 園 ☎62－2800 園開放はありません。

市
立
保
育
園

※急な変更や中止の場合もありますので、詳細は事前に各園までお問い合わせください。

1歳のお誕生会
(令和5年2月、3月生まれ) １日㈮※ 午前10時30分～午前11時30分

ママ～ずリズム・絵本
（合同） ４日㈪※ 午前10時30分～午前11時15分

初めての赤ちゃんひろば
(対象：生後1～4カ月の母子) ８日㈮※ 午後１時30分～午後２時30分

育児座談会 (篠原君江助産師） 12日㈫※ 午前10時30分～午前11時30分
こうえんひろば 22日㈮ 午前10時～午前11時

すくすく相談（芹澤文子臨床発達心理士）
子育て中、困ったときの対処法    27日㈬※ 午前10時30分～午前11時45分

❖Weekly ! とうみ　東御市の話題をお伝えします！
毎週金曜日更新　

【放送時間 ６：00 ～ 12：00～ 18：00～】
動画は右記の二次元コードから
ご覧いただけます。

ぽけっとひろば

東部子育て支援センター（すくすくひろば）
開館時間　月〜土曜日（日曜日、祝日、年末年始は除く）
午前９時〜正午、午後１時〜午後４時（土曜日は午後3時まで開館）　※印は要予約

会場　図書館３階　くるみのへや

毎週月曜日は休館日です。

 行事の詳細は子育てポータルサイト「すくすくぽけっと」  
http://tomi-sukusuku.jpで配信しています。

休館のお知らせ

行事予定

新着本案内

子育てインフォメーション（３月）子育てインフォメーション（３月）

３月 園開放３月 園開放

図書館だより図書館だより

とうみチャンネル2月番組案内とうみチャンネル2月番組案内

開館時間　　月〜金曜日（土、日、祝日、年末年始を除く）
午前9時〜午後0時30分、午後1時〜午後2時30分

北御牧子育て支援センター（みまき未来館）　

※印は要予約

ウイークリーとうみ

とうみチャンネル

問／保育課　保育係　☎64−5903

問／市立図書館　☎64−5886

問／東部子育て支援センター（すくすくひろば）　☎64−5814
　　北御牧子育て支援センター（みまき未来館）☎67−3676

問／上田ケーブルビジョン　☎23−1600　　
　　企画振興課　移住定住・シティプロモーション係　☎64−5893
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情 報 コ ー ナ ー

※がついている日は、医療と介護の相談会を同時開催しています。 乳幼児健康診査 対　　象
４か月児健診 ３月13日（水） 令和５年11月生

10か月児健診 ３月６日（水） 令和５年５月生

１歳６か月児健診 ３月５日（火） 令和４年9月生

３歳児健診 ３月12日（火） 令和３年１月生

ごっくん離乳食教室 ３月14日（木） 対象：令和５年10月生
もぐもぐ離乳食教室 ３月15日（金） 対象：令和５年８月生

らくらく教室　　　頭と体を無理なく刺激する介護予防教室

人権啓発センター ６日㈬※、13日㈬、27日㈬
午前10時～午前11時

滋野コミュニティー
センター

５日㈫、12日㈫※、19日㈫、26日㈫
午前10時～午前11時　　

祢津公民館 ６日㈬、13日㈬、27日㈬※

午後２時～午後３時　
和コミュニティー
センター

４日㈪、11日㈪、18日㈪※、25日㈪
午前10時～午前11時　

北御牧公民館 １日㈮、８日㈮、15日㈮※、22日㈮、29日㈮
午前10時～午前11時　

転倒予防水中ウォーキング １日㈮、８日㈮、15日㈮、22日㈮、29日㈮
時間：午後２時～午後２時30分
場所：温泉アクティブセンター（入館料 1,200円が別にかかります）

受付時間：午後０時50分～　開始時間：午後１時
場 所：市保健センター　総合福祉センター２階
持 ち 物：母子手帳、おたずね票、赤ちゃんすくすくブック
　　　　　バスタオル（４か月、10か月、１歳６か月）　
※発熱・体調不良やクラス閉鎖になっているお子さまは、翌月以降
　の健診にお越しください。

受付時間：午前９時～　開始時間：午前９時20分
場　　所：市保健センター　総合福祉センター２階
持 ち 物：母子手帳、おたずね票、赤ちゃんすくすくブック、
　　　　　食事用エプロン、バスタオル※もぐもぐ離乳食教室のみ離乳食のスプーン

かんたん
体操 ７日㈭、21日㈭ 場所：武道館（柔道場）

時間：午後２時～午後３時

貯筋体操 12日㈫、26日㈫ 場所：武道館（剣道場）
時間：午後２時～午後３時

地域活動支援センター（要予約） はーと・ほっと・サロン
日時 毎週月～金曜日　午前10時～午後３時 ３月19日（火）午後１時30分～午後３時
場所 東御障がい者相談センターさくら２階 カフェなか相談室（Ｃａｆｅみまき苑）
対象 心に病を持った方やその家族など　※陽だまりの会会員募集中

相談名 実施日 時　間 場　所 申し込み 問い合わせ先
母と子の健康相談 毎週火曜日 午前９時～午前11時

市保健センター

不要 保健係
　☎64－8882
健康増進係
　☎64－8883

（オンライン相談も
受け付けています）

母と子の栄養相談 ３月５日（火） 午前９時～午前11時
精神科医・精神保健福祉士
によるこころの相談 月２回程度 午後２時～午後４時 予約制２名まで

こころの健康・依存症に関する相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 不要
生活習慣病相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時

総合福祉センター

不要

ひきこもり支援に関する相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 不要 福祉援護係
　☎64－8884

認知症個別相談 毎週水曜日 午前９時～午後４時30分 予約制

地域包括支援係
　☎64－5000

家族会（認知症に関する情報交換） ３月15日（金）午後１時30分～午後３時 不要

医療・介護・福祉の出張相談

３月６日（水）

午前10時～午前11時

中央公民館

不要
３月12日（火） 滋野コミュニティーセンター
３月15日（金） 北御牧公民館
３月18日（月） 和コミュニティーセンター
３月27日（水）午後２時～午後３時 祢津公民館

生活・就労総合相談「まいさぽ」
（生活全般、就労、ひきこもり等） 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 総合福祉センター 不要 社会福祉協議会

　☎75－0222
人権擁護委員による心配ごと相談
(家庭・隣人・職場等の人権問題） ３月１日（金） 午前９時～正午

午後１時～午後４時
東部人権
啓発センター

不要 人権同和政策係
　☎64－5902人権よろず相談（法律・登記・行政・

人権・心の健康など） ３月15日（金） 午前９時～正午
（受付 午前11時30分まで） 事前予約制

女性弁護士による法律相談 ３月27日（水） 午前９時30分～午前11時30分
（１人30分４名まで）

予約制
（3月1日から開始）

男女共同参画係
　☎64－5902

ミニジョブカフェ
（若者の就労相談） ３月21日（木） 午後１時30分～

　　　　　午後４時30分
コワーキングス
ペース　えべや 予約制 商工労政係

　☎64－5895
在住外国人相談

（ポルトガル語・スペイン語） 毎週月～金曜日 午前９時～午後４時 市役所本館
生活環境課 不要 生活安全係

　☎64－5896

消費生活相談 毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 消費生活センター
（生活環境課隣） 不要 消費生活センター

　☎75－2410

地域包括支援センター案内（３月）地域包括支援センター案内（３月） 保健案内保健案内

福祉案内福祉案内 問／福祉課　福祉援護係　☎64−8884

定期相談コーナー定期相談コーナー （閉庁日を除きます）

問／福祉課　地域包括支援係　☎64−5000 問／健康保健課　保健係　☎64−8882

東御市ひきこもり・孤立相談
窓口（まいさぽ東御）
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情 報 コ ー ナ ー

救急車を呼ぶ
か迷ったとき
（大人対象）

長野県救急安心センター　☎＃7119 　　症状を伺って看護師がアドバイスします
受付時間：平日 　午後７時～翌朝８時
　　　　　土日祝 午前８時～翌朝８時（ダイヤル回線、IP電話は☎026－231－3021）

日曜当番医

診療時間

午前９時
～

午後５時

月日 医療機関名 電話番号 ＊緊急の場合は主治医に連絡し、主治医不在の
場合は当番医に連絡してください。

＊急きょ当番医が変わることがあります。次の
電話案内等で確認してください。

≪休日･夜間緊急医案内サービス≫
　 ☎050－3033－0665　　

２月４日 春原整形外科クリニック ☎64－6200
２月11日 東御市民病院 ☎62－0050
２月18日 東御記念セントラルクリニック ☎62－1231
２月25日 酒井医院 ☎64－3170
３月３日 ほしやま内科 ☎62－3115

休日の歯科
救急治療　

上田小県歯科医師会　休日歯科救急センター　☎24－8020 
診療時間：午前９時～午後３時／住所：上田市材木町１－３－６（上田小県歯科医師会館内）

夜間の内科・
小児科診療　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・内　科　☎21－2280
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小児科（15歳以下）☎21－2233
診療受付：午後７時～午後10時30分／電話相談：午後７時～午後11時　※電話で診療受付をしてください。

夜間の小児の
救急電話相談

長野県小児救急電話相談　☎＃8000 
相談時間：午後７時～翌朝８時（ダイヤル回線、IP電話は☎026－235－1818）

上田市内科・小児科初期救急センター　

文化会館・美術館のイベント情報文化会館・美術館のイベント情報

休日・夜間の救急医療案内休日・夜間の救急医療案内

問／健康保健課　地域医療推進係　☎64−8883
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第
20
回
　
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
　
受
賞
作
品
の
紹
介

【
現
代
詩
の
部
】

　

12
月
２
日
、
第
20
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
一
般
81
名
、
児
童
・
生
徒
１
２
２
０
名
の
皆
さ
ま
か
ら
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
部
門
ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
選
者
の
先
生
を
囲
ん
で

の
研
究
会
が
開
か
れ
、
先
生
に
よ
る
指
導
を
受
け
た
り
、
相
互
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
な
ど
、
研け

ん

鑽さ
ん

を
深
め
ま
し
た
。

 

こ
こ
で
は
、
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

小
さ
な
橋
を
わ
た
っ
て
す
ぐ

古
い
洋
館
の
タ
バ
コ
屋
の
あ
た
り
か
ら

坂
は
一
気
に
の
び
あ
が
っ
て
い
た

の
ぼ
り
き
っ
た
と
お
も
え
ば

ま
だ
つ
づ
く

自
転
車
を
お
し
て
急
勾
配
を
い
く
と

空
に
む
か
う
ほ
ど
木
立
に
も
ぐ
り
こ
ん
で

空
は
い
つ
ま
で
も
と
お
い

木
々
の
葉
は
光
の
斑
点
を
ま
き
ち
ら
し

小
道
は
曲
が
り
く
ね
っ
て

行
く
手
を
み
せ
ず
に
げ
て
い
く

息
は
あ
が
り
っ
ぱ
な
し

丘
の
町
は
突
然
あ
ら
わ
れ
た

す
べ
て
が
静
止
し
て
い
る

ピ
ア
ノ
の
音
だ
け
が

堀
を
こ
え
て
散
歩
の
時
間

き
み
は
ど
の
窓
の
な
か
に
い
る
の
だ
ろ
う

白
地
図
を
う
め
る
な
に
も
の
も
な
い

見
晴
ら
し
は
し
ら
じ
ら
し
く
ね
そ
べ
っ
て
い
た

あ
の
と
き
の
よ
う
に
も
し
会
え
て
も

だ
ま
っ
て
す
れ
ち
が
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
か
ま
わ
な
い

鳥
が
坂
を
お
ち
て
い
く

ブ
レ
ー
キ
の
き
か
な
い
自
転
車

そ
れ
で
も
か
ま
わ
な
い

タ
バ
コ
坂

選
者
／
酒さ

か
井い

　
力

つ
と
む

【
短
歌
の
部
】

【
俳
句
の
部
】

【
川
柳
の
部
】

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
の
手
綱
取
る
ご
と
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
盲
導
犬
の
ハ
ー
ネ
ス
握
る

初
蝉
の
は
る
か
な
れ
ど
も
確
か
な
り

デ
ジ
タ
ル
化
心
置
き
去
り
世
が
進
む

風
光
る
逃
げ
て
い
た
子
が
追
ひ
か
け
て

広ひ
ろ

沢さ
わ

　
里り

枝え

子こ

川か
わ

上か
み

　
貞て

い
子こ

吾あ
が
妻つ

ま
　
洋よ

う
子こ

黒く
ろ
沢さ

わ
　
房ふ

さ
子こ

選
者
／
小こ

宮み

山や
ま

　
久ひ

さ
子こ

・
太お

お
田た

　
淑よ

し
子こ

選
者
／
上か

み
村む

ら
　
敦あ

つ
子こ

選
者
／
近こ

ん
藤ど

う
　
魁か

い
風ふ

う

選
者
／
島し

ま
田だ

　
洋よ

う
子こ

●
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係
　
☎
64

－

５
８
８
５

興お
き

村む
ら

　
俊と

し
朗ろ

う
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不
穏
な
動
き
が
あ
っ
た
り
、
物
価
高
騰
で

日
常
生
活
が
大
変
な
状
況
が
続
い
た
り
し

て
、「
と
て
も
笑
え
る
よ
う
な
状
況
で
は

な
い
」
と
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
も
、
最
近
の
生
活
の
中
で
、

お
腹
の
底
か
ら
大
笑
い
す
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
笑
顔
を
作
っ
て
み
た

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冗
談
を
言
い
合
っ
て

笑
い
合
え
た
り
し
た
ら
い
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
家
庭
な
ら
家
族
み
ん
な
で
、
学

校
な
ら
友
だ
ち
や
先
生
と
、
地
域
な
ら
行

事
等
で
一
緒
に
活
動
す
る
人
た
ち
と
、
み

ん
な
で
笑
い
合
え
る
と
み
ん
な
が
ち
ょ
っ

と
ず
つ
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
か
ら
。

 

『
君
が
笑
え
ば
　
こ
の
世
界
中
に

　
も
っ
と
　
も
っ
と
　
幸
せ
が
広
が
る

　
君
が
笑
え
ば
　
す
べ
て
が
よ
く
な
る
』

（
A
I
『
ハ
ピ
ネ
ス
』
よ
り
）

　
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
笑
う
機
会
を
大

い
に
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ぐ
ん
と
日
が
短

く
な
っ
て
き
た
あ
る
日
。「
最
近
や
る
気

が
で
な
い
な
あ
」「
元
気
が
な
い
子
ど
も

が
多
い
よ
う
な
気
も
す
る
ね
」
と
職
員

室
で
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
ね
、

日
照
時
間
が
短
く
な
っ
て
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

と
い
う
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
が
出
に
く
く
な
る

か
ら
な
ん
だ
っ
て
」
と
、
あ
る
先
生
が
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る

ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
教
え
て
も
ら
っ
た
「
セ
ロ
ト
ニ

ン
」。
や
は
り
、
日
光
を
浴
び
る
こ
と
で

分
泌
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

日
照
時
間
を
私
の
力
で
増
や
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
次
に
み
つ
け
た
の
が
「
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
」。
笑
う
こ
と
で
分
泌
さ
れ
、
こ
の
物

質
が
心
に
幸
福
感
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ

と
ら
し
い
で
す
。
確
か
に
、
生
活
の
中
に

笑
い
が
あ
ふ
れ
て
い
た
ら
と
て
も
気
持
ち

が
い
い
し
、
涙
を
流
す
く
ら
い
大
笑
い
し

た
ら
す
っ
き
り
し
ま
す
。
笑
い
に
は
、
心

を
元
気
に
し
た
り
、
和
ま
せ
た
り
す
る
力

が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
笑
う
こ
と
な

ら
ば
な
ん
と
か
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
そ
う
で
す
。

　
戦
争
が
続
い
て
い
て
、
日
本
周
辺
で
も

家
庭
教
育
ア
ラ
カ
ル
ト 

～
笑
顔
の
チ
カ
ラ
～

 

和
小
学
校　

教
頭　

 

横
谷
　
智
子

24

　
自
分
自
身
に
も
ナ
ッ
ジ
を
使
っ
て
、
自

然
に
健
康
的
な
行
動
へ
と
自
分
を
後
押
し

す
る
こ
と
で
、
意
志
の
力
や
我
慢
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
習
慣
へ
と
導
い

て
く
れ
る
手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

【
近
づ
け
る
・
遠
ざ
け
る
】

　
本
当
は
や
り
た
い
こ
と
＝
も
っ
と
手
軽

に
簡
単
に
で
き
な
い
か
？
と
考
え
る
。
運

動
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
を
玄
関
に
常
に
置
い
て
お
く
。

や
っ
ち
ゃ
ダ
メ
な
こ
と
＝
も
っ
と
不
便
に

難
し
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
と
考

え
る
。
つ
い
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
う
お
菓
子

は
、
戸
棚
の
奥
に
し
ま
っ
て
物
理
的
に
遠

ざ
け
た
り
、
そ
も
そ
も
お
菓
子
を
買
っ
て

し
ま
う
商
品
棚
の
前
は
通
ら
な
い
。

【
考
え
方
を
変
え
る
】

　
運
動
が
よ
い
の
は
わ
か
る
が
、
面
倒
で

ツ
ラ
イ
と
い
う
人
に
は
、
動
い
た
分
だ
け
、

寿
命
が
伸
び
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
ば
、

運
動
を
始
め
る
の
も
ラ
ク
に
な
り
そ
う
。

【
貼
り
紙
を
活
用
す
る
】

　
目
標
体
重
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ
て
思
い
出

す
こ
と
で
、
誘
惑
を
避
け
ら
れ
る
な
ど
、

自
分
の
環
境
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ク
に
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
セ
ル
フ
ナ
ッ
ジ
を
、
楽

し
み
な
が
ら
考
え
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
…
や
れ
そ
う
に
な
れ
る
情
報
最
終
回

　
ナ
ッ
ジ
は
「
そ
っ
と
後
押
し
す
る
」
を

意
味
す
る
英
語
で
す
。人
間
、誰
も
が
持
っ

て
い
る
「
心
の
癖
」
を
上
手
く
利
用
し
て

「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
、
や
れ
な
い
。」

こ
と
を
、
強
制
す
る
こ
と
な
く
、
自
然
と

よ
い
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
さ
り
げ
な
く

導
く
手
法
で
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

と
階
段
が
並
ん
で
い
た
と
き
、
つ
い
ラ
ク

な
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
選
び
が
ち
で
す
が
、

階
段
に
「
こ
こ
ま
で
登
っ
て
〇
k
c
a
l
」

と
表
記
し
た
と
こ
ろ
、
階
段
を
利
用
す
る

人
が
増
え
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
世
の
中
に
は
ナ
ッ
ジ
を
逆
手
に
使
っ
て
、

望
ま
し
く
な
い
選
択
へ
導
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
レ
ジ
前
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や

目
立
つ
棚
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
、
視
線
の

高
さ
の
商
品
は
つ
い
手
に
取
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
ア
プ
リ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

入
会
は
簡
単
な
の
に
退
会
は
手
続
き
が
複

雑
で
わ
か
り
に
く
い
。
購
入
ボ
タ
ン
よ
り

定
期
購
入
ボ
タ
ン
が
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン
に

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
負
の
ナ
ッ
ジ
を
「
ス

ラ
ッ
ジ
（
汚
泥
）」
と
も
呼
び
、
見
抜
く

力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健康保健課健康保健課
☎64-8883☎64-8883
文責
　（公財）身体教育
医学研究所

ナ
ッ
ジ
で
健
康
に

セ
ル
フ
ナ
ッ
ジ
で
よ
い
習
慣
へ

ス
ラ
ッ
ジ
に
気
を
つ
け
て
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令
和
５
年
度
中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
」

の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

※
入
選
作
品
は
、
市
役
所
本
館
１
階
税
務
課
窓
口
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。

東
御
市
長
賞

　
「
税
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ	

北
御
牧
中
学
校
３
年　

尾お

山や
ま　

美み

幸ゆ
き

東
御
市
長
賞

　
「
支
え
よ
う　

あ
な
た
の
税
で　

繋
が
る
明
日
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

依よ

田だ　

夏な
つ

明め

上
田
税
務
署
長
賞

　
「
納
め
よ
う　

未
来
の
た
め
に　

笑
顔
の
た
め
に
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

田た

口ぐ
ち　

桃も
も

香か

上
小
・
更
埴
租
税
推
進
協
議
会
長
賞

　
「
税
金
で
「
可
能
」
を
増
や
し
て　

次
世
代
へ
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

小こ
だ
い
ら平　

里り

奈な

関
東
信
越
間
税
会
連
合
会
長
賞

　
「
国
の
た
め　

未
来
の
た
め
の　

消
費
税
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

竹た
け

川か
わ　

紗さ

代よ

上
田
間
税
会
長
賞

　
「
税
収
入　

国
の
源　

木
の
根
っ
こ
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

飯い
い

高た
か　

啓は
る

仁と

　
「
納
税
で　

日
本
の
未
来　

託
そ
う
よ
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

高た
か

村む
ら　

涼
り
ょ
う
せ
い聖

　
「
ち
ゃ
ん
と
知
ろ
う　

く
ら
し
の
中
の　

税
金
を
」	

東
部
中
学
校
３
年　
　

荻お
ぎ

原は
ら　

美み

桜お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
御
牧
中
学
校

税
に
関
す
る
中
学
生
の

作
文
・
標
語
入
選
作
品

●
作
　
文

●
標
　
語

●
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
の
感
謝
状

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
　
住
民
税
係
　
☎
64

－

５
８
７
７

地
域
猫
活
動
支
援
の
た
め
の

　
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディ
ン
グ
結
果
報
告

　
市
で
は
、
野
良
猫
の
増
加
や
野
良
猫
に

起
因
し
た
生
活
環
境
被
害
の
な
い
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
猫

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
寄
附
募
集
）
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
、
全
国
の
方
々

か
ら
目
標
金
額
１
０
０
万
円
を
上
回
る
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金

の
財
源
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

か
ら
支
援
者
の
皆
様
か
ら

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

耳先のカットは、 
不妊去勢手術済みの

印です。

寄附金額：1,319,500 円
支援人数：83 人
募集期間：令和 5 年 10 月 3 日～ 12 月 31 日

●
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係
　
☎
64

－

５
８
９
６

　
地
域
猫
活
動
と
は
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
協
力
の
も
と
、
野
良
猫
に
不
妊

去
勢
手
術
を
施
し
、
適
正
に
管
理
す

る
活
動
で
す
。

　
一
代
限
り
の
生
涯
を
全
う
さ
せ
る

こ
と
で
野
良
猫
の
数
は
徐
々
に
減
少

し
、
野
良
猫
に
よ
る
生
活
環
境
被
害

が
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

交
通
事
故
な
ど
と
隣
り
合
わ
せ
の
不

幸
な
猫
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「
多
様
性
に
寛
容
な
社
会
を
目
指
し
て
」

〜
人
権
に
関
す
る
話
題
か
ら
〜

（190）

き
く 

ち

ま
さ 

こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

菊
地
　正
子

　

い
つ
も
身
近
で
な
い
人
が
近
く
に
来
る

こ
と
に
な
っ
た
時
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
態

度
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
フ
リ
カ
出
身
の
方
の
お
話
で
は
、
黒

人
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
買
物
し
よ
う
と

ス
ー
パ
ー
に
入
っ
た
ら
後
を
つ
け
ら
れ
た
。

ま
た
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
就
職
の
と
き
も
、
ア
フ
リ
カ
出

身
と
い
う
こ
と
で
履
歴
書
も
見
て
も
ら
え

ず
返
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
と
聞
い
た
だ
け

で
獰ど

う

猛も
う

な
動
物
た
ち
が
そ
ば
に
い
る
、
食

べ
物
も
食
べ
て
い
る
の
か
等
々
想
像
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
結
果
が
、
ス
ー
パ
ー
の
店
員

の
よ
う
な
態
度
に
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

見
た
目
だ
け
で
判
断
を
し
て
、
こ
の
よ

う
な
態
度
を
し
て
し
ま
う
差
別
は
ど
ん
な

に
相
手
を
傷
付
け
る
か
、
は
か
り
知
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
た

頃
い
ろ
ん
な
誹
謗
中
傷
が
あ
り
ま
し
た
。

見
え
な
い
も
の
を
恐
れ
て
し
ま
い
、
コ
ロ

ナ
患
者
や
医
療
従
事
者
を
傷
つ
け
ま
し
た
。

も
し
そ
れ
が
自
分
だ
と
し
た
ら
…
偏
見
や

思
い
込
み
で
対
応
せ
ず
、
相
手
の
立
場
に

立
ち
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
啓
発
学
習
会
が
昨
年
、
田
中
、
祢

津
、
北
御
牧
地
区
の
半
分
で
行
わ
れ
、
人

権
啓
発
映
画
「
家
庭
の
中
の
人
権　

生
ま

れ
く
る
子
へ
」
を
鑑
賞
し
話
し
合
い
等
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
映
画
を
見
た
方
々
か

ら
は
、
身
近
な
こ
と
で
身
に
つ
ま
さ
れ
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
差
別
と
意
識
し

な
い
で
差
別
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
、

身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権

問
題
」、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
」
が
新
た
に
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
ハ
ン
セ
ン
病
、

エ
イ
ズ
患
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ア
イ
ヌ

民
族
、
刑
を
終
え
た
人
、
犯
罪
被
害
者
、

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
な
ど
多
く
の
人
権
課

題
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
差
別
だ
と
気

付
い
て
い
な
い
差
別
も
あ
り
ま
す
。
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
は
、
学
校
で
「
あ
け
ぼ

の
」
と
い
う
本
を
用
い
、
様
々
な
人
権
課

題
に
つ
い
て
、
成
長
に
合
わ
せ
て
学
ん
で

い
ま
す
。
大
人
は
な
か
な
か
学
ぶ
機
会
が

な
い
の
で
、
昨
年
参
加
出
来
な
か
っ
た
方

は
次
の
機
会
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

差
別
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
。

東
御
市
指
定
文
化
財
が

　
　
　
　
　
追
加
指
定
さ
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
　
☎
75

－

２
７
１
７

　

東
御
市
教
育
委
員
会
で
は
、
東
御
市
文
化
財
保
護
審
議
会
に
て
調
査
、
研
究
を
し
て
き
た

文
化
財
に
つ
い
て
、
追
加
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
本
海
野

地
域
で
は
養
蚕
・
蚕
種
業
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
。
当
時
の
蚕
種
管
理
は
風
穴
な

ど
に
よ
る
天
然
の
涼
風
に
頼
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
矢
島
家
で
は
自
宅
敷
地

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
冷
蔵
庫
を
建
設

し
て
蚕
種
を
保
管
す
る
と
い
う
、
先
進

的
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
県
内
外

の
多
く
の
蚕
種
業
者
に
お
い
て
も
、
他

に
例
の
な
い
特
殊
な
建
造
物
で
、
重
要

伝
統
的

建
造
物

群
保
存

地
区
の

特
定
物

件
と
し

て
保
存

状
態
も

良
好
で

あ
る
。

明
治
31
年
初
夏
、
丸
山
晩
霞
が
吉
田
博

と
と
も
に
行
っ
た
、
日
本
ア
ル
プ
ス
写

生
旅
行
時
の
素
描
を
中
心
と
す
る
作
品

群
。
日
本
ア
ル
プ
ス
を
描
い
た
最
初
期

の
作
品
と
し
て
丸
山
晩
霞
記
念
館
が
所

蔵
す
る
５
０
０
点
あ
ま
り
の
素
描
の
な

か
の
秀
作
41
点
。
明
治
中
期
の
洋
画
作

品
の
中
で
制
作
年
月
、
制
作
場
所
が
明

ら
か
な
風
景
画
が
大
量
に
そ
ろ
っ
て
い

る
例
は
希
少
で
あ
る
。
近
代
日
本
風
景

画
史
の
研

究
の
う
え

で
も
重
要

な
資
料
で

あ
る
。

東
御
市
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

矢
島
家
（
大
嶋
屋
）
蚕
種
用
旧
冷
蔵
庫

丸
山
晩
霞
作
素
描 

41
点

東
御
市
有
形
文
化
財
（
絵
画
）
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東
御Happy

はっぴー 法被

通 信 第19号

●問い合わせ先　東御市消防団（本部）　☎ 62－0119（東御消防署内）　

　この度の能登半島地震により、犠牲となられた方々の御冥福をお祈りするとともに、被災された皆様に心より
お見舞い申し上げます。

消防署・消防団合同訓練

消防出初式

年末夜警

　11 月 26 日（日）上田地域広
域連合消防本部　総合訓練場にお
いて、東御消防署と東御市消防団
による合同訓練を行いました。小
型動力ポンプの操作を習得するた
め、揚

よう
水
すい

訓練・放水訓練を行い、
その後中継送水訓練を行うなど、
火災発生時に必要となる知識・技
術を学ぶとともに、消防署と消防
団の連携を深めました。

　１月７日（日）に消防出初式が田中商店街および市文化会館で
開催されました。
　市内の年長児による幼年消防クラブの元気なパレードと防火の
誓いによって、令和６年の消防出初式がスタートしました。
　大勢の方に観閲いただく中、東御消防署や東御市消防団、女性
消防協力班による分列行進が行われ、出初めという催しを通して、
子どもから大人まで火災予防意識の高揚を図りました。

　暖房器具等の使用も増え火災の発生が多くなる年末。消防団では、毎年 12 月 27 日から 30
日までの間、火災予防の啓発を目的とした、積載車での巡視や半鐘の打鐘などによる警戒活動を
行っており、今年も市内全域で実施しました。

▲▶合同訓練の様子

▲◀出初式
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◎市区長会長　○市副区長会長　△地区副区長会長

令和６年  区長の皆さんの紹介（敬称略）

地区 区　　名 氏　　名

田
　
　
中

加 沢 金井　寅男
常 田 柳澤　邦和
田 中 山下　　亮

県 依田　隆喜
本 海 野 △藤田　弘道　
西 海 野 宮坂　英二
白 鳥 台 ○白石　一雄　
城 ノ 前 橋爪　聖一

滋
　
　
野

赤 岩 田口　和也
片 羽 北川　清人
桜 井 小林　洋一
大 石 △小宮山　聡　
中 屋 敷 田口　智弘
別 府 小川原清登
原 口 大村　祐己

聖 若林　敏雄
乙 女 平 田中　秀幸
王 子 平 ◎井戸田　弘　

祢
　
　
津

新 張 小林　文門
出 場 花岡　房雄
金 井 ○土屋　忠寿　
新 屋 △竹内　恭一　
東 町 坂口　文則

地区 区　　名 氏　　名

祢
　
　
津

西 宮 別府　英宣
姫 子 沢 北沢　誠一
湯 の 丸 栁沢　洋一
滝 の 沢 斉藤　聖司
祢 津 南 池田　保夫
伊 勢 原 小野　富夫
奈 良 原 関　　正喜
鞍掛自治区 高藤美登勢
リードリーくらかけ 小山　秀雄

和

東 上 田 大塚　一芳
田 沢 田中　久和
大 川 竹内　幸彦
栗 林 冨岡　茂樹
海 善 寺 五十嵐善隆
曽 根 ○横山　榮二　
東 深 井 竹内　俊彦
西 深 井 堀内　保文
西 入 横沢　栄一
東 入 庄村　　茂
日 向 が 丘 赤尾　俊久
海 善 寺 北 △大谷　知行　
寺 坂 小林　英則

睦 清水　紀彦

地区 区　　名 氏　　名

北
　
御
　
牧

上 八 重 原 小山　哲生
田 楽 平 安原　善光
中 八 重 原 岩下　幸人
下 八 重 原 ○依田　和人　
芸 術 む ら 田村　英和
白 樺 宮澤　　誠
切 久 保 森　　洋祐
八 反 田 大塚　光博
本 下 之 城 △小宮山時雄　
田 之 尻 井出　尚一

宮 岡江　隆浩
畔 田 小沼　信幸
御牧原南部 小林　恒雄
御牧原北部 唐沢　栄一
布 下 荻原　　悟
常 満 瀧野　昌也
島 川 原 高橋　文親
大 日 向 保科　誠一
光 ヶ 丘 柄沢　和幸
羽 毛 山 岩下　光廣
牧 ヶ 原 田中　洋司

●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎ 75－550 6

1歳の誕生日おめでとう！
ご家族からお祝いのコメントとうみっ子!!とうみっ子!!す す 育

く く て
2月
生まれ

増
ます

田
だ

　千
ち

穂
ほ

ちゃん（県） 宮
みや

澤
ざわ

　大
や ま と

和ちゃん（田中） 
１歳のお誕生日おめでとう。
いつもニコニコ笑顔で、皆を癒
やしてくれるイタズラ大好きな
ちゃーちゃん、ねえねと仲良くた
くましく健康に育ってください。

１歳のお誕生日おめでとう！！
やまちゃんの可愛さに家族みんな
癒やされているよ♥
これからもすくすくと大きく育っ
ていってね

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・TEL・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@
city.tomi.nagano.jpへメールいただくか、市公式LINE（ID：＠tomicity）までお送りく
ださい。締め切りは、2 月8日（木）必着。

（対象者 3月生まれの １
●

 歳）
☆募集します！！☆

市報とうみ（2024年 2月）31



まるごと生活百科

〈広告欄〉 ※この広告は「東御市広告掲載要綱」に基づいて掲載しています。広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします。

ワンポイントメモ税国 民 年 金 アドバイス
国民年金加入者のみなさまへ
口座振替・クレジットカード納付のお勧め

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1082
　市民課　国保年金係　☎75－8810

　国民年金保険料のお支払いには「便利」で「お得」な口座
振替やクレジットカード納付をご利用ください。

【便利】	①定期的なお支払いで、納め忘れの心配がありません。	
	 ②金融機関へ行く手間が省けます。

【お得】	①前納制度をご利用いただくと、保険料が割引にな
ります。（割引額は下表をご覧ください）

	 ②クレジットカード会社により、ポイントが付与さ
れる場合があります。

　現金でお支払いされている場合は、ぜひ、口座振替・クレ
ジットカード納付をご検討ください。

《保険料と割引額》
割引額

口座振替 クレジットカード
翌月末振替 割引なし
当月末振替（早割） 50円 ―
６カ月前納 1,130円 810円
１年前納 4,150円 3,520円
２年前納 16,100円 14,830円

　「口座振替申出書」に必要な事項を記入、押印（金融機関
への届出印）し、お近くの年金事務所や口座振替を行う口座
のある金融機関の窓口へ提出してください。
※「口座振替申出書」は年金事務所、市役所の窓口にございます。

お 申 込 み

前納種類 前納期間 申込期限 口座振替日
当月末振替（早割） 当月末 随時受付中

６カ月前納
4月～9月 2月末 04月末

10月～翌年3月 8月末 10月末
１年前納 4月～翌年3月 2月末 04月末
２年前納 4月～翌年3月 2月末 04月末

2月の納税 （納期限 2 月29日）

・国民健康保険税（普通徴収）（9期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（8期）
・介護保険料（普通徴収）（8期）

●問い合わせ先　税務課　☎71－ 0331（直通）

　市では、納税通知書を納税（納入）義務者あてに送付して
います。納税通知書には、金額やその計算方法、納期限など
が記載されている大切な通知です。届いたら必ず開封し、内
容を確認のうえ、なくさないように保管しておきましょう。
下記のとおり４月から７月にかけて送付しています。

　市役所の開庁時間内に税務課の窓口に来ることのできない
方を対象に、市税の納付と納税相談のために窓口を開設して
いますのでご利用ください。
開設日　原則第４日曜日（６月、９月、令和７年３月は第５

日曜日）
時　間　午前９時～ 12時（正午）
場　所　東御市役所　庁舎１階　税務課収税管理係（収納対

策センター）
※日程表（２月以降、令和６年度の休日納税相談の開設日）

納税通知書が届いたら、
大切に保管しておきましょう！！

休 日 納 税 相 談 窓 口 の ご 案 内

４月 固定資産税、都市計画税
５月 軽自動車税
６月 市県民税、国民健康保険税
７月 後期高齢者医療保険料、介護保険料

令和６年２月25日、３月24日、４月28日、５月26日、
　　　　６月30日、７月28日、８月25日、９月29日、
　　　　10月27日、11月24日、12月22日
令和７年１月26日、２月23日、３月30日
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〈広告欄〉

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し
あげます。（令和５年12月に寄附をいただいたものです）

〈湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附〉
・熊谷　正寿　様
・浅野　香澄　様（12 万円）
・池田　成彦　様（300 万円）
・小名木　義孝　様
・安藤　茂男　様
・永山　勝利　様

〈東御市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業〉
・藤森砕石㈱　様

・横浜幸銀信用組合上田支店　様（絵本５冊（７千円
相当））

・道の駅雷電くるみの里　様（おもちゃ（７万円相当））
　公表に同意をいただいた事項のみ領収日順に掲載して
います。

●問い合わせ先
　一般寄附金・企業版ふるさと寄付金
　　文化・スポーツ振興課	 ☎ 75 - 1455
　物品
　　総務課　契約財産係	 ☎ 64 - 5805

一 般 寄 附 金

●問い合わせ先　東御市消費生活センター　☎ 75 －2410
　　　　　　　　生活環境課　生活安全係　☎ 64－5896

「電話でお金詐欺」にご注意を！
消費生活ガイド

　令和５年１月～ 12月末までの電話でお金詐欺（特殊詐欺）
発生状況（県内）

⃝自宅の電話は常に「留守番電話」に設定しておき、メッセー
ジを残さない人の電話には出ないようにしましょう。
⃝警察官や金融機関職員などを名乗る者が自宅を訪れ、調査
等の名目でキャッシュカード等を預かると言っても、絶対
に渡さない。また、暗証番号は絶対に教えないようにしま
しょう。

　不安を感じる場合は、消費生活センターや警察に相談して
ください。

※上田警察署管内
　被害認知件数25件　被害額約１億1,602万円

物 品

東 御市チャンネル

チャンネル登録 お願いします
“とうみ”の旬な情報を動画で配信！！

※YouTubeを通じた視聴等における通信料は、利用者各自の負担となります。

東御市
チャンネル

被害認知件数 227件 （前年同期比　　＋ 29件）

被害額 約 9億8,149 万円 （　　〃　　　　　＋ 4億 1,917 万円）

　携帯電話に、契約中の通信業者関連企業を名乗る着信があ
り、自動音声で「未納料金がある」と言われた。ガイダンス
にしたがって番号ボタンを押したところ、オペレーターにつ
ながり、生年月日と名前を言ったら電話が切れた。不安だ。

⃝電話で身に覚えのない未納料金を請求されても絶対に相手
にせず、無視してください。
⃝非通知や知らない番号からの電話には出ない、かけ直さな

いことがトラブル防止に効果的です。
⃝不明な点がある場合は、事業者の本来の連絡先を自分で調
べて、問い合わせてください。

相 談 事 例

ア ド バ イ ス

自動音声の電話で未納料金を
請求する詐欺にご注意

企業版ふるさと寄附金
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Vol.81
2024.2地域おこし協力隊地域おこし協力隊がが行く行く！！

編集担当・地域おこし協力隊　小林

山
やま

村
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 健
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平
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島
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な
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 隊員

仲
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 厚
あつ
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し

 隊員

　初めての長野県。３年前の春、彼
は困難を覚悟で、夢への一歩を踏み出すべくこの
地に降り立った。しかし、目標のワイン造りは、
重労働や腰痛を言い訳にし、とうの昔にサジを投
げており、退任の迫る彼はここに存在する理由を
探していた。
　「京都から遠いし電車も少ない、外食かて全然
お店無いやん。それにクソ寒いわ！」
　そんな思いとは裏腹に、笑顔でうんのわに詰め
た日々…そこは海野宿が好きな人達が集う場所
だった。地道な活動も気付けば、「ラジオ聞いたよ」

「今年の海野宿検定はいつ？」そんな声を聞く事
が増えてきた。
　そう言えば、じぃちゃんバアちゃんの知り合い
は沢山できたかもしれんし、海野宿マニアを２、
３人は増やせたかもしれんなー。ここには人と人
との温かい繋がりがあるし、もうしばらく東御市
のいいとこ探してみよかな？（続）

　文化芸術振興担当として、約２年
勤務させていただきましたが、東御市にはずっと
前からいるような気がします。勤務させていただ
き、一番ありがたかったのは地元の方々とのつな
がりです。陶芸グループべとの皆さん、イベント
の協力者など、業務を通じてつながった方々に温
かく接していただき、知人のいないなか移住して
も寂しいと感じませんでした。アパート、畑、市
の講座を通じてお世話になっている方々からも、
生活や農業について教えていただき、世界が広が
りました。千曲川ワインアカデミーや協力隊など
の縁からも、生涯の友を得ることができました。
　移住して難点があるとすれば、他府県へ旅行に
行ったとき、景色や食べ物について感動が薄く
なったことです。卒業後は、有機野菜の栽培、ワ
イン造りを通じて、東御市の未来に貢献したいと
思います。

　「海野宿滞在型交流施設 うんの
わ」に赴任して早 3 年。退任するにあたり、こ
の間に気付いたことを 3 つ挙げたいと思います。
①海野宿橋の存在が海野宿で生活する人々にとっ

て重要なこと
②堤防の桜並木が素晴らしいこと
③海野宿のみならず、東御市全体が非常に恵まれ

た場所で何不自由なく快適に生活できること

　そんな素敵な海野宿で「ワンデイシェフランチ」
「出張楽市楽座 in 海野宿」「古民家の集い」「六斎
市」などなど様々なイベントをさせていただきま
した。いずれも思い出深いものとなっています。
　至らぬ点は多々あったかと思いますが、地域、
市役所、観光協会など皆々様が大変優しく接して
頂いたこと感謝に堪えません。これからの海野宿
が明るくなるようにと願いつつ、今後は陰ながら
発展を応援させていただきたいと思います。

　地域おこし協力隊のメンバーが東御市クイズに
挑戦！東御市についての豆知識や、難読地名など
のクイズ番組の撮影を行いました。協力隊として
働くことについての座談会も開催。移住者ならで
はの視点も聞けました。クイズや座談会の様子は
後日、YouTube 東御市チャンネルで動画を公開
予定です。クイズは視聴者の皆さまも一緒に楽し
める内容になっています。お楽しみに！

協力隊が　　　　　
東御市チャンネルに出演予定！

収録の様子

今 年 3 月 を メ ド に 卒 業 す る 隊 員 か ら ご あ い さ つ

▲チャンネル登録
お願いします！
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2004 ▶︎ 2023

　2004（平成16）年４月１日、県下18番目の市として誕生した東御市。来年、20周年の節目を迎えます。
　今月号は、2019年（平成31年・令和元年）と2020年（令和２年）の市報とうみで紹介した様々な出来事の中から、
懐かしの一場面を振り返ります。

東御市20年の歩み東御市20年の歩み思い出思い出のの一場面一場面

　12日夜に県内に最接近した台風19号により、市内の一
部地域で断水・停電が発生したほか、千曲川増水の影響で
県道丸子東部インター線（田中橋付近）・市道白鳥神社線（海
野宿橋付近）の道路が流出するなど、甚大な被害を受けま
した。

　台風19号の影響により通行止めとなっていた丸子東部
インター線の田中橋が開通しました。開通時間には、待ち
わびた近隣の方々が集まり、交通の便が良くなると笑顔で
橋を渡っていました。

　2018年から建設が進められていた、湯の丸高原ス
ポーツ交流施設屋内運動施設（特設プール）が完成し、
日本水泳連盟、ネーミングライツ・パートナーのGMO
インターネット株式会社、工事関係者ら約150名が参列
し竣工式が行われました。

田中橋通行止め解除2020年
3月11日

国内初の競泳用
高地トレーニングプールが
オープン

2019年
10月20日

台風19号による甚大な被害2019年
10月12・13日

2019
2020
年度

2019年
4月10日
10月12・13日

10月20日

2020年
3月11日

5月 1日

ワイン＆ビアミュージアム竣工式
台風19号の影響によりる甚大な
被害
GMOアスリーツパーク湯の丸屋
内プール竣工式

台風19号の影響により通行止め
だった田中橋が開通
特別定額給付金の受付開始

2019年、2020年度の主な出来事
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ほどよく、田舎。とうみ ～今月のベストショット～
〔撮影者〕はなかさん

〔タイトル〕「暁の明神池」

娘と朝の散歩で訪れた明神池。いつもなら池の周りを
走り回る娘ですが、赤く染まる空と池に、歩みを止め
て暫し魅入っていました。

撮影場所：芸術むら明神池　撮影日：2023年11月10日

3月号掲載の応募締め切りは　2月13日（火）

撮影者から一言

①氏名②ペンネームで掲載希望の方はペンネーム③写真タ
イトル④撮影場所⑤撮影年月日⑥写真に込めた“ほどよく、
田舎”について（50字以内）以上を記載のうえ、写真と一
緒に市公式 LINEまたはメールアドレス（shiho-tomi@city.
tomi.nagano.jp）へお送りください。

２月は３件の応募がありました。
すべての作品をこちらからご覧いただけます。

応募作品一覧公開中

認知症になっても認知症になっても
安心して暮らせるように安心して暮らせるように

　令和５年12月11日、東御市認知症地域支援推進員の委
嘱式が行われ、認知症介護指導者の髙

たか

木
ぎ

昇
のぼる

さんが、新た
に加わり４名で活動をスタートしました。
　認知症地域支援推進員とは、認知症の方の医療と介護の
連携強化や地域における支援体制の構築を図ることを目的
に国が実施する研修を受講した方が配置されるもので、今
後も推進員を増やし、認知症になっても安心して暮らせる
よう、地域の中で支えられる体制を整えていきます。

▲東御市認知症地域支援推進員委嘱式

▲リフト一日無料引換券の贈呈

　令和５年11月30日、スキーを通して体力向上をとの思
いから、湯の丸スキー場のリフト一日無料引換券2,237枚
が湯の丸観光開発様から市内全小中学校の児童・生徒へ贈
られました。冬にリフト券を配布するのは昨年に引き続き
２回目で、北沢常務から「この券を通して、スキーの楽し
さを知ってもらい、何度もゲレンデへ足を運んでもらいた
い」と願いが述べられました。

スキーを通してスキーを通して
体力向上をしてほしいとの思いから体力向上をしてほしいとの思いから
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ートピックスー　地域の話題

　１月５日、新春書き初め大会が中央公
民館で開催され、小学生から一般の方ま
で53人が参加し、「もち」や「正月の朝」
など学年や年齢に沿ったテーマで書き初
めを行いました。
　参加した小学生の児童から「新年を迎
えた嬉しい気持ちで書けて楽しい」、「今
年１年書道を頑張りたい」と感想や今年
の抱負を聞くことができました。

新春を飾る 書き初め大会新春を飾る 書き初め大会

長年の功績が認められ長年の功績が認められ
北御牧村味の研究会が受賞北御牧村味の研究会が受賞

　１月１日、田中地区地域づくりの会が
主催となり毎年行われている2024元旦
マラソン・ウォーキングが開催されまし
た。
　今年は４年ぶりにマラソンが復活した
こともあり、老若男女約150名の参加者
が集まり、青空のもと、田中公民館から
常田の懸諏訪神社の往復コースをタイム
や順位を気にせず自分のペースで楽しん
でいました。

　令和５年12月22日、北御牧村味の研究会が、地元
の大豆を使いみまき豆腐を38年作り続けた成果やコ
ロナ禍での販売額維持への取り組み等が農林水産省関
東農政局から評価され、地域の活性化や所得向上に取
り組んでいる優良な事例として「ディスカバー農山漁
村の宝」に選定されました。長年に渡り組合長として
支えた、小

こばやし

林敬
けい

子
こ

さんは「この活動を続けてきたこと
は意味があった」と受賞を喜んでいました。 ▲「ディスカバー農山漁村の宝」選定授与式

▲長野県学校給食優良学校等表彰報告会

▲ゴールテープを切る参加者

　長野県学校給食優良学校等に北御牧学校給食セン
ターが表彰され、令和５年12月21日に、市役所で報
告会が開かれました。
　この賞は、学校給食実施上優れた成果をあげてきた
学校および共同調理場に対し贈られるもので、受賞し
た北御牧学校給食センター長の徳

とく

嵩
たけ

隆
りゅうじ

治さんは「地域
と協力して地道に積み上げてきた結果であり、この結
果を励みにこれからも安心安全な給食を提供していき
たい」と今後の抱負を述べました。

地域と協力して地道に地域と協力して地道に
積み上げてきた結果が実を結ぶ積み上げてきた結果が実を結ぶ

新たな年は、新たな一歩で新たな年は、新たな一歩で

▲教わりながら確実に

▲一筆集中

▲一斉にスタート
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湯 の 丸 通信
市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 12月分
令和 5 年12月31日現在

当月分 累　計
（注1） 前年比

件 　 数 8件 78件 ±0件

傷 　 者 10名 95名 ++ 2件

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）令和5年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝12月の火災・救急件数＝
※カッコ内は令和5年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 1 月１ 日現在）

令和5年12月 令和4年12月
最高気温 20.8℃（16日） 15.2℃（ 3日）

最低気温 −7.8℃（23日） −6.8℃（27日）

平均気温 3.7℃　 2.0℃
降 水 量 16.5㎜ 6.5㎜
※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

総人口
	 29,256人（−11）
男	14,554人（−14）
女	14,702人（＋ 3）
世帯数
	12,491世帯（＋11）

転入	 71人
転出	 53人
出生	 10人
死亡	 38人
その他	 −1人
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編 集 後 記
　特集で紹介したクアオルト R健
康ウォーキング。県内初となる専
用コース「クアの道」が湯の丸高
原と芸術むら公園に出来ています。
ウォーキングとなるとつい歩く距離
を目標にしがちですが、このウォー
キングは自分が目指す心拍数を目標
に歩くので、初心者の方でも始めや
すいと思います。ただ、取材時は、
撮影するためにみなさんが歩くコー
スを先回りしたり追いかけたりと常
にジョギングしている状態となり…
ウォーキングから始めるのが一番だ
なと感じました。
　春は、よりウォーキングが楽しく
なる季節です。またその頃クアオル
ト R健康ウォーキングについて詳
しく書ければと思っています。
	 （市報担当 樋村）

火災 1件（ 14件）
救急 133件（1544件）

　国内におけるトップアスリートの聖地として、注目を集める湯の丸
高原の旬な話題や小ネタなどをシリーズで紹介していきます。

上田高校硬式野球班が湯の丸で栄養セミナー＆トレーニング体験！！
　スポーツにおける競技力の向上や健康なからだづくりのためには良質な食事を摂取することは必要不
可欠です。
　『食』の面からアスリートを支えているニッスイ湯の丸アスリート食堂の管理栄養士が講師となり「食
を通しての競技力向上と健康・体力づくりに関するセミナー」を開催し、上田高校硬式野球班の皆さん
をはじめ、毎日食事を作ってくださる保護者の方々にもご参加いただきました。
　セミナーを通して、少しでもうまくなりたい、強くなりたいという思いから『食』に対しての関心の
高さがうかがえ、たくさんの質問が出るなど多くの事を学ぼうという姿勢が印象的でした。
　セミナー後には、アスリート食堂での食事体験や、トレーニング機器を使った筋トレ、施設見学など、
陸上や水泳とは競技が異なりますが、トップアス
リートと同じ環境に触れることで、参加いただい
た皆さんにとっての良い刺激になったのではない
でしょうか。
　今後も GMO アスリーツパーク湯の丸では施
設の提供のみならず、地域スポーツの活性化を図
るためのイベントやセミナー等も推進してまいり
ます。
　施設の見学や体験、栄養セミナーなどご興味が
ありましたら、それぞれのニーズに併せて対応し
たいと思いますので、お問い合わせください。

●問い合わせ先　文化・スポーツ振興課　スポーツ係　☎75 －1455

▲セミナーの様子

GMOアスリーツパーク湯の丸 屋内プールGMOアスリーツパーク湯の丸 屋内プール
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